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令和４年度第４回庁議 会議録 

 

［日 時］令和４年７月６日（水）９時００分～９時４３分 

 

［場 所］庁舎応接会議室 

 

［出席者］市長、副市長、教育長及び各部局長 

 

［会次第］ 

１ 市長あいさつ 

２ 議  題 

（１）令和３年度決算状況について                 （企画部） 

（２）令和３年度水道事業会計・工業用水道事業会計・公共下水道事業会計 

決算状況について                     （上下水道局） 

３ 協議事項 

（なし） 

４ 連絡事項 

（１）組織機構の見直しについて                  （総務部） 

（２）個人情報取扱の責任と権限の再確認と徹底について     （加藤副市長） 

５ その他 

 

１ 市長あいさつ 

本日は、「令和３年度決算状況について」企画部と上下水道局から説明をしていただ

く。続いて、連絡事項として、総務部から「組織機構の見直しについて」、加藤副市長

から「個人情報取扱の責任と権限の再確認と徹底について」連絡していただき、本日

の庁議は、９時４０分に終了することを目標とする。 

 

２ 議題 

（１）令和３年度決算状況について                 （企画部） 

市長 それでは、議事に入る。 

「令和３年度決算状況について」、企画部から説明をお願いする。 

 

企画部長 令和３年度の決算の状況について、説明する。 

まず、一般会計、歳入決算額は５８１億３,８６９万８千円、

歳出決算額は５７０億４,７０６万２千円で、形式収支は１０億
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９,１６３万６千円の黒字となっている。この形式収支から令和３

年度への繰越一般財源を差し引いた実質収支は、９億８,３９１万

８千円となり、５３年連続の黒字決算となっている。  

次に、主要な基金の状況であるが、令和３年度末の現在高は、

財政調整基金が５億７１７万３千円減の１７億５,４３３万３千

円、減債基金が１０億６,７０５万７千円増の１６億４,３４０万

円、公共施設整備基金が８億８,０７０万９千円増の１０億８,３８９

万３千円となっている。  

次に特別会計、介護保険事業、後期高齢者医療事業及び工業用

地造成事業については黒字決算となっており、その他の特別会計

は、収支ゼロとなっている。 

最後に、令和３年度末の市債残高であるが、一般会計が５４２

億３,８４２万９千円、うち臨時財政対策債が２３３億３,０９１万

８千円、特別会計が１億７,６９６万円となっており、一般会計、

特別会計の合計は５４４億１,５３８万９千円で、令和２年度末に

比べ、３億４３３万９千円増加している。 

 

市長 先ほどの説明に対し、何か質問等は無いか。 

 

加藤副市長 財政調整基金は、令和３年度末で約１７億５,４００万円とのこ

とだが、令和４年度当初ではどの程度使っているのか。 

 

企画部長 約７億円である。 

 

加藤副市長 今現在で言えば１０億円を切っているということになる。 

財政調整基金は本来であれば３０億円程度見込んでおきたいと

ころだが、先ほどの説明のとおり、今の一般財源は潤沢ではない

ということを理解しておいてほしい。 

今後も大規模な予算を必要とする事業を計画している部局もあ

ると思うが、財政状況が厳しい状況であるということについては

各部局それぞれ意識しておいてほしい。 

 

企画部長 今年の交付税額が当初予算で予定していた歳入より減る予定で

あるため、歳出については、今後より一層厳しく査定していく必

要があると考えている。 
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教育長 財政調整基金は、主に何に使われているのか。 

 

加藤副市長 歳入は、当初予算で見込みを立てて、その額を歳出予算として

計上するが、補正予算では、既に年間の収入見込み分については

予算を充てているので、一般財源の歳出に貯金である財政調整基

金を充てるという流れになる。つまり、歳入だけでなく、歳出も

可能な限り当初予算で措置しなければ、補正予算で措置できない

ということも起こりうる。 

 

市長 昨年サマーレビューを実施したが、今年も実施するのか。 

 

企画部長 会計年度職員を含めた人件費、委託料、補助金については予定

している。 

 

加藤副市長 歳入の関係で、使用料手数料の見直しも今年度準備し、来年度

に実施することを計画している。 

 

（２）令和３年度水道事業会計・工業用水道事業会計・公共下水道事業会計   

 決算状況について                    （上下水道局） 

市長 次に、上下水道局に説明をお願いする。 

 

上下水道局長 上下水道局からは、令和３年度水道事業会計、工業用水道事業

会計及び公共下水道事業会計の決算の概要について説明する。 

まず、水道事業会計の業務量については、給水人口は１１万

３,５０２人で対前年比１５０人の減、給水戸数は５万６,３４１戸

で３６７戸の増となっている。年間有収水量は１９万１,３２８立

方メートル減少している。有収率は９２.６％で前年度を０.３ポイ

ント上回った。収益的収支は、収入が１７億６,２１０万９千円、

支出が１５億７,８１９万８千円で、純利益は対前年比１億１,８１６

万円減の１億８,３９１万１千円を計上したが、本業の収支を示す

営業収支では、平成９年の料金改定以来、初めて１,８４５万９千

円の営業損失を計上した。資本的収支は、収入が５億７２５万円、

支出が１６億１,３５７万６千円で、不足額１１億６３２万６千円

は損益勘定留保資金等で補填した。 

次に、工業用水道事業会計の業務量については、給水企業数及

び契約水量に変更はないが、料金算定分の年間有収水量は１２１
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万５,９００立方メートルの増加となっている。収益的収支は、収

入が２億４,７８２万７千円、支出が１億８,３３３万５千円で、純

利益は、対前年比１,８６５万６千円増の６,４４９万２千円を計上

した。資本的収支は、収入が３,２８１万円、支出が１億２,０３２

万１千円で、不足額８,７５１万１千円は、損益勘定留保資金等で

補塡した。 

次に、公共下水道事業会計の業務量については、水洗化人口は

６万９,５２８人で対前年比２３２人の増、水洗化世帯は３万４,８

３４戸で５２９戸の増となっている。年間有収水量は７万５,８２４

立方メートル減少し、有収率は７７.２％で前年度を２.４ポイント

上回った。収益的収支は、収入が３６億９,９８２万４千円、支出

が３５億６,０３３万９千円で、純利益は１億３,９４８万５千円を

計上した。資本的収支は、収入が３１億９,７５７万６千円、支出

が４８億４７万２千円で、不足額１６億２８９万６千円は損益勘

定留保資金等で補塡した。 

なお、一般会計からの繰入金については、令和２年度繰入金を

１億５千万円減額する清算を行ったことから、令和３年度の繰入

金総額は、１５億６,０５０万８千円、前年度比３億４２８万３千

円の減となった。令和２年、３年度の平均で１７億１千万円程度

となり、過去５年間平均よりは６,１００万円ほど減額となってい

る。 

 

市長 先ほどの説明に対し、何か質問等は無いか。 

 

加藤副市長 決算の内容ではないが、料金の値上げの協議を進めていた中で

作成した将来推計に沿うような形で内部的なスリム化も組み入れ

ているので、今年度、来年度と計画的に実行してほしい。 

 

市長 説明の中で、赤字になったと言っていたが、どういうことか。 

 

上下水道局長 水道水を供給する、という本業の収支でいうと平成９年の値上

げ以降ずっと黒字だったが、今年の決算では、水道を供給する経

費が水道料金収入を上回った。本業以外の収益はあるが、本業だ

けで言うと初めて赤字になったということである。 

 

加藤副市長 本業以外の収益とは、例えば何があるのか。 
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上下水道局長 長期前受金戻入や支払利息などである。 

 

市長 ということは、早く料金改定をしないといけないということか。 

 

上下水道局長 早くしないと差が広がる一方になるので、どんどん経営が厳し

くなる。 

 

３ 協議事項 

（なし） 

 

４ 連絡事項 

（１）組織機構の見直しについて                  （総務部） 

市長 次に、連絡事項に移る。 

「組織機構の見直しについて」、総務部から説明をお願いする。 

 

総務部長 組織機構の見直し（案）の提出について、説明する。 

本市の組織機構については、これまでも、適宜見直しを行いな

がら、組織の簡素化、効率性の向上に努めてきたが、令和５年度

においても、引き続き、見直しを行うこととしている。 

まず、資料１をご覧いただきたい。今年度の見直しについては、

「既存の体制にとらわれず、目的のために変化する組織」、「新た

な行政課題や市民ニーズに迅速かつ的確に対応できる組織」、そし

て、「簡素・効率的でわかりやすい組織」という三つの視点で、見

直しを行っていただきたいと考えている。スケジュールについて

は、７月２９日（金）までに、見直し案を提出していただき、ヒ

アリングを８月下旬までに実施、その後、庁議に素案を提出し、

改めて協議する予定としている。 

次に、資料２の令和３年度と令和４年度の「組織新旧対照表」、

資料３の１「部・課所室・係・局の数」を、ご覧いただきたい。

昨年度の組織機構を見直した結果としては、令和３年度１０部７

８課、２つの班を含む２３０係から、令和４年度は１０部３局７

２課、３つの班を含む２０４係となり、全体では、３局の新設、

６課・２６係の減となった。 

主な見直しについて、企画部を例に申し上げると、まず、部を

またぐ見直しでは、文化及びスポーツに関する事務を教育委員会
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から企画部に移管し、まちづくりの観点から事業を展開するため、

文化スポーツ局を設置した。次に、課のレベルでは、秘書広報課

と地方創生推進課を再編、秘書・広聴業務を担う秘書課と、広報

業務、本市の魅力発信及びシティブランドの推進強化を担う、シ

ティプロモーション推進課を設置した。また、組織の最小単位で

ある係については、財政課の財務調整係と財政情報係の２係を財

政係に統合するなどの見直しを行った。こうした企画部の例にも

あるように、部内における課の統廃合・新設などは、部長権限で

積極的な検討をお願いする。特に、係については、管理職が係長

を兼務している係や係員のいない係を解消することを目途に、昨

年度は、係の３０％削減を目標としたが、１１．３％減、２６係

の減と、目標を達成できていない。係数の数値目標は、昨年度か

ら継続し、現在の２０４係から、４３係減の１６１係を目標とす

るので、引き続き係の統廃合の検討をお願いする。なお、資料３

の２「職位ごとの職員数」及び資料４「組織の推移」については、

後ほど確認をお願いしたい。 

また、部をまたぐ統廃合・新設など、中期的に検討しなければ

ならないことがある場合は、部内で意見をまとめ提出いただいて、

市長・副市長と協議を行ない検討したいと考えている。各部局長

のリーダーシップのもと、積極的な見直し案の提示をお願いする。

なお、定員管理関係調査については、例年の１１月より時期を早

めて１０月下旬に通知する予定なので、よろしくお願いする。 

 

市長 ただいまの説明について、何か意見、質問等は無いか。 

 

市民環境部長 係の削減を積極的に行うということか。 

 

総務部長 そうである。 

 

加藤副市長 係の削減を考えると、１課１係というのは、組織的にはおかし

いので、そうなった場合は課の統合ということも部局長が考えて

いただきたい。 

説明の中でもあったが、係長兼務をしている副課長が一定数い

るということなので、１年で全ての状況を改善することが無理な

のは承知しているが、早くその状態を脱したいので、業務の見直

しを含め、積極的に検討してほしい。 
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ほかにも、今思いつくことで言うと、企画部のＩＣＴ戦略課に

は、デジタルという言葉を入れて考えてもらいたい。ＳＤＧｓを

どのようにするのか、ということも考えたい。また、経済部の農

林水産課と農地整備課については、設計書を見る責任を管理職が

負うべきだという点もあるので、管理職に技術職をどのように配

置するのかという観点からも検討が必要である。今挙げたものは

代表例なので、ほかにもそれぞれ考えてほしい。 

 

市長 今年大幅な見直しがあったので、まだ、その状況に馴染んでい

ないところもあるとは思うが、来年に向けて前向きな提案をして

ほしいと思うので、よろしくお願いする。 

 

加藤副市長 今年３局新設したが、それにより良くなったことを可能な限り

効果が目に見えるような形でアピールできるように、３局長には、

努めていただきたい。 

 

（２）個人情報取扱の責任と権限の再確認と徹底について    （加藤副市長） 

市長 次に、「個人情報取扱の責任と権限の再確認と徹底について」、

加藤副市長から説明をお願いする。 

 

加藤副市長 資料にあるが、個人情報の取り扱いについて、先日、尼崎市で

４６万人分の個人情報を含むＵＳＢメモリを業者が紛失したとい

う報道があった。釜石市では、全市民の個人情報を違法に取得し、

漏洩した職員が懲戒免職となっている。本市でも過去に漏洩事故

が発生したことはある。こういったことが起こるのは、情報資産

取扱いの検討が不十分な状況ではないかと考えられるし、情報資

産取扱いの各権限と責任が明確でない、あるいは認識されていな

いということである。セキュリティポリシーの中で情報資産を分

けているので、その点について、部局長は責任者として理解して

おいてほしい。 

外部持ち出しについては原則禁止だが、必要性がある場合には

その根拠の確認を徹底すること。また、契約で業者に委託する場

合は、事前に業者とよく協議し、契約の中で情報の取扱いについ

て明記すること。 

確認の手順については、３（２）に掲載している。部局長は情

報セキュリティ責任者であるので、確認、承認を行い、最終的に
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は私が最高情報セキュリティ責任者だが、副責任者は企画部長で

あるため、企画部長にも連絡がいくようにしてほしい。 

確認実施時期は、事業の計画段階である。これが出来てないの

ではないかと思われるので、部局長はその時点で意識しておくこ

と。 

具体的な対策のポイントについては、４に記載している。ＵＳ

Ｂメモリで渡す場合は、市で指定したセキュリティＵＳＢを使用

し、輸送についてはセキュリティ便を使用する。メールの場合は、

相手方メールへの返信によりアドレスの打ち間違いによる誤送信

等を防ぐ。また、その他の対策については、ＩＣＴ戦略課に事前

に相談すること。最終的な段階で相談することが多いとも聞いて

いる。業務上必要なことので、計画の段階から相談するよう徹底

する。 

役所とは個人情報が至るところにある場所である。外部提供の

際だけでなく、普段の業務の中であっても、個人情報に関わるこ

とについては小声で話す、といった配慮も当然求められている。

特に来客者の多い１、２階はどこで誰が何を聞いているか分から

ないので、業務に必要なこととはいえ、個人情報について大声で

話し、誰かに聞こえるようなことがあってはならない。そういっ

た点にも注意するよう、各課長等に再度、指示すること。 

現状、新居浜市で何か具体的な問題が起こっているわけではな

いが、他市でも問題が起こっているので、セキュリティポリシー

については今一度確認し、分からない部分があればＩＣＴ戦略課

に必ず相談すること。以上である。 

 

５ その他 

市長 そのほかに何か連絡しておくことは無いか。 

 

監査委員事務局

長 

監査委員事務局から連絡する。部局長の強いリーダーシップに

よる指示をお願いしたいのだが、今年度、監査資料の差し替えが

あまりにも多く、目に余る状況である。部局長に全ての書類に目

を通せとは言わないが、課長等の管理職、係長には指示をし、間

違いのない資料の提出を徹底していただきたい。 

昨年の資料をそのまま転記しているケースや内容を確認してい

るとは思えない提出資料も多い。昨年度の最後の庁議でも申し上

げたが、監査資料の様式を変更しているものもあるので、提出の
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際は、その部分についても確認を徹底するようお願いする。 

 

市長 他に無いか。 

 

企画部長 企画部から連絡する。広報の強化ということで、今年度、１０

月に向けて広報戦略を作りたいと考えている。市政情報を効果的

に展開させるためには、各部局、各所属における取組が必要不可

欠であり、市全体における戦略的な取組が求められているという

ことで、今年度、政策共有による計画的な広報、ＳＮＳを効果的

に活用した広報、メディアに対する対応力強化、広報に対する職

員の意識向上を目的とした新居浜市広報戦略を策定したいと考え

ている。 

そこで、ワーキングチームを設置し、１０月策定に向けて、７

～９月で合計３回、会議を開催したいと考えており、教育委員会、

上下水道局、消防本部からは各１名、その他各部局から１名で合

計１０名を選出していただきたいと考えているので、庁議終了後

メールで通知するので協力をお願いする。 

 

市長 広報については常々言っていることなので、良い戦略を策定し

ていただきたい。 

 

加藤副市長 部局横断的に職員を公募し、行っているものがいくつかあるか

と思うが、各部長はそれぞれ協力して、特に若い職員の意見を最

大限生かせる雰囲気づくりをしてほしい。 

プロジェクトに参加したいと思っている職員の思いや、これま

での枠に捉われない発想について、部長自身がちょっと違うかな、

と思うことであっても、最終的にどうなるかというのは、プロジ

ェクトの協議の中や、私たちのところに上がってきたところで変

わるかもしれないので、積極的に支持してあげてほしい。 

そうでないと新しいことについての対応は出来ないし、積極的

に新しいことにチャレンジしていくということは良いことなの

で、３Ｃ職員の育成という観点からもお願いする。 

 

原副市長 今、活動している庁内横断的に検討を行うプロジェクトチーム

や検討委員会は、私の認識では、文化スポーツ局の総合運動公園、

文化センター、今度こども局が作ろうとしているプロジェクトチ
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ーム、環境エネルギー局が実施している３部会、それと今回の企

画部の広報戦略の会がある。学校給食センターについては、教育

委員会と企画部と建設部が一緒にプロジェクトチームとして従来

から動いているが、こういったもの以外に今実施しているものは

あるのか。 

 

市長 どういったものがあって、どういうことを検討しているか、と

いうことは、どこかがまとめているのか。 

 

加藤副市長 それぞれで動いている。 

 

市長 企画部で表にまとめるようお願いする。 

 

加藤副市長 年１回開催のものもあるので、かなりの数になるのではないか。 

 

企画部長 次回の庁議で、重要事業等の進捗報告を行うので、その際に各

部局で名称と現状を入力できるような表を作成し、報告するよう

にする。 

 

市長 せっかく実施しているものなので、分かるようにお願いする。 

他に無ければ、以上で令和４年度第４回庁議を終わる。 
  


